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はじめに
　平成19年度に特別支援教育が本格的に実施されてか
らまだ日が浅い。とはいえ，小・中学校ではその数年
前から，「特別支援教育体制推進事業」として，専門
家による巡回訪問等が実施され，「特別支援教育」の
教職員への浸透がなされてきた。しかし，高等学校で
は，ようやく平成19年度に「高等学校における発達障
害支援モデル事業」が予算化されたばかりである。し
かも，モデル校は全国で平成19年度14校，平成20年度
あらたに11校と，まだまだ限定的なものであり，この
事業の存在を知らない高校関係者も多いと思われる。
実際，多くの発達障碍者は，診断を受けることなく高
校年代となり，単なる変わり者として教師や他の生徒
からの冷たい視線を浴びながら，高校生活を送ってい
る。診断を受けている場合でも，学校側に診断の事実
を伝えても必ずしもプラスの結果をもたらさないだろ
うという保護者あるいは本人の判断から，学校関係者
に明かされないことも多い。それゆえ，「発達障碍」
と聞いても，自分には関係のないテーマと考えている
高校関係者も多いであろう。
　しかし筆者は，あらゆる高校関係者は「発達障碍」
について関心を持ち，理解すべきである，と考える。
あなたの高校には，発達障碍者が「いない」のではな
く，「まだ気づかれていない」に過ぎないかもしれな
いのである。上記モデル事業の趣旨を引用すると，
「平成14年に文部科学省が実施した全国実態調査で
は，小・中学校の通常の学級に在籍している児童生徒
のうち，LD（学習障害），ADHD（注意欠陥/多動性

障害），高機能自閉症等の発達障害により学習や生活
の面で特別な教育的支援を必要としている児童生徒が
約６パーセント程度の割合で在籍している可能性が示
された。高等学校においても，同様に，特別な教育的
支援を必要としている生徒が在籍していることが予想
され，これらの生徒に対する適切な指導及び必要な支
援は，大きな課題となっている。」この６パーセント
のなかには，高等学校年齢になるまでに同学年の子ど
もたちとの学力差が広がり，特別支援学校等の場に移
行していく者もいるので，高校に在籍する発達障碍者
は割合とすれば減少するであろう。しかし，入学試
験に合格するだけの知的能力を有しているため，問題
なく，高校に進学する発達障碍生徒はかなり多く存在
するのである。数学など特定の科目，あるいはコン
ピューターなどの領域では，優秀域の子どもも少なく
はない。ゆえに高校関係者が「発達障碍」について理
解することは差し迫った課題であると言える。

「発達障碍」概念のあいまいさ
　ところが，正直に言うと，「発達障碍」という概念
は筆者たち専門家にとってもわかりにくい概念であ
る。平成17年４月に施行された発達障害者支援法にお
いて，「発達障害」とは，「自閉症，アスペルガー症候
群その他の広汎性発達障害，学習障害，注意欠陥多動
性障害その他これに類する脳機能の障害であってその
症状が通常低年齢において発現するもの」とされてい
る。「その症状が通常低年齢において発現するもの」で
あるだけに，高校生年代になると，「発達障碍」として
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要約　思春期の発達障碍者の母親３名を取材し，母親から見た発達障碍者について語ってもらった。成育歴，診断
の経緯，中学校・高校の学校生活，学校の先生に期待すること，発達障碍をもつ子どもへの思いなどを中心に
聞いていった。アスペルガー症候群と診断されたADHD傾向の顕著な事例，IQ140の高機能自閉症の事例，進
学校を中退した事例の３事例である。母親たちは，息子の発達障碍を認めているが，客体としての発達障碍者
を語るのではなく，かけがえのない個性をもつ主体としての息子を語った。発達障碍者の内面を理解するため
には，「発達障碍」という概念にとらわれることなく，まず「一人の人間」への共感から出発すべきである。
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の特徴が薄れ，性格の偏りに近い様相を示すこともあ
る。それだけに，「この生徒の問題行動は，発達障碍の
せいですか，性格の問題ですか？」と問われても，成
育歴等を詳細に聞き取らなければ，専門家としてもに
わかに判別しがたいという事態が起こってくる。
　また，「発達障碍」と言えば，アスペルガー症候群，
学習障碍（LD），注意欠陥多動性障碍（ADHD）な
ど，知的に顕著な遅れが見られない人のことを指すも
のだと考えている人もいるが，知的障碍を伴う自閉症
者も発達障碍者である。こうした知的障碍を伴う発達
障碍者は，高校年代には特別支援学校に通うことが多
く，「ああ，あの子は発達に障碍があるのね」と逆に
一般には「発達障碍者」として理解されやすい。一
方，知的障碍を伴わない発達障碍者は，「発達障碍者」
の代表と一部では見なされていながら，全般的な意味
での発達上の問題は顕著ではなく，外見上は「発達」
障碍者らしくないという矛盾を抱えることになる。
　また，いわゆる高機能の発達障碍群であるアスペル
ガー症候群，学習障碍，注意欠陥多動性障碍も，同一
人物がこれらの障碍を併せ持つ場合があるものの，
別々の概念である。「脳機能の障碍」を前提に（もち
ろんこれも厳密な生物学的検査を経たものではなく，
想定である），「発達障碍」としてまとめたに過ぎない
面もある。このように知的障碍があったりなかったり
する上に，障碍の性質の異なる障碍群が「発達障碍」
としてまとめられ，発達障害者支援法の対象となって
いるのである。そのため，高校生年代の「発達障碍
者」を指すとき，私たちは様々な種類の生徒たちを思
い浮かべなければならなくなり，「発達障碍」一般に
ついて話すのが困難となるのである。
　なぜ，このような事態が生じたのであろうか。筆者
は少なくとも「発達障害者支援法」で言う「発達障
害」の概念は，医学的な意味よりも，政策的な意味で
考えるとわかりやすいと考えている。知的障碍を伴う
自閉症は，従来，療育手帳等で福祉サービスの対象に
なってきたが，知的障碍を伴わない（IQ75以上の）「発
達障碍者群」はその生き様の困難さにもかかわらず公
的な福祉サービスの対象になっていなかった。そうし
た状況を改善させるための「全国LD親の会」「アスペの
会」等の訴えが，「特別支援教育」における発達障碍を
有する通常学級の児童・生徒への支援，あるいは発達
障害者支援法へと結実していった。しかし，顕著な知
的障碍を伴わない「発達障碍児」がクローズアップさ
れてきた結果，従来から支援されてきたはずの知的障
碍を伴う自閉症への関心が弱まった感はぬぐえなかっ
た。自閉症スペクトラム障碍全般への支援という観点
からは，高機能のみへの焦点化はバランスを欠くもの
である。ゆえに，「発達障碍」の枠組に従来の知的障碍
を伴う「自閉症」も加えられ，「発達障害者支援法」に
おいても支援の対象とされ，各都道府県の「発達障害

者支援センター」等において総合的支援がなされてい
るところである。ある事象に光が当たると，必ず影に
なる部分がある。ダウン症などの他の知的障碍は発達
障碍ではないのか，など様々な恨みの声が聞こえそう
だが，現在の政策上は「発達障害」ではない。今の時
代は，「自閉症，アスペルガー症候群その他の広汎性発
達障害，学習障害，注意欠陥多動性障害その他これに
類する脳機能の障害」に光を当てているのである。

本論文の目的
　本論文は，高校関係者を対象とした講演をもとにし
ているため，普通高校に在籍したことのある，あるい
は在籍している３人の発達障碍者の事例を取り上げ
る。つまり，知的障碍のない，いわゆる高機能の発達
障碍者に焦点をしぼる。方法としては，母親への非構
造的インタビューを主として用いた。乳幼児期から高
校生年代に至るまでの成育プロセスを踏まえて，思春
期の発達障碍者の内面理解に役立つエピソードに焦点
を当て，母親から見た発達障碍者とその周囲の世界に
ついて描写していく。
　筆者は，これまで主に母親カウンセリングを通し
て，発達障碍者臨床に関与してきた。その経験から，
誕生から現在までの姿を，発達障碍者の最も身近で関
わってきた母親の視点が，発達障碍者の理解に寄与す
るところが大であると考えている。また，発達障碍者
は，例外はあるにせよ，自分の内面を自省し，表現す
ることが苦手な場合が多く，母親の語りが，当人の語
り以上に，当人の内面を豊かに物語っていることもあ
ると思われる。
　なお，プライバシーの保護のため，事例の本質をそ
こねない程度に，事例内容を改変していることを付記
しておく。

事例
LD，アスペルガー症候群と診断されたADHD傾向の
顕著な事例
　自閉症，LD，ADHDなどが「発達障碍」とひとく
くりにされるのは，個々のケースにおいて，それぞ
れの性質を重複して有していることが多いためでも
ある。最初に紹介する男性事例Ａ君（1）は，幼児期に学
習障碍（LD）と診断され，中学生のときにアスペル
ガー症候群と診断されたが，筆者自身は注意欠陥多動
性障碍（ADHD）の傾向が最も顕著であると考えて
いた事例である。小１から高３までの12年間，筆者が
主に母親カウンセリングを中心に関わり，大学入学後
に母親に自由記述式のアンケートを依頼し，18年間の
子育てを振り返ってもらった。
　学習障碍（LD）と診断されたのは，幼稚園のとき
である。不器用な面があるということで園から医療機
関を紹介され，LDと診断された。本格的な学習が始
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まる就学以前の段階でLDと診断されることは現在で
はまれであるが，その頃，ある医療機関から紹介され
るケースはかなりの割合でLDと診断されていた。そ
の医師にとって，LDとは今で言う包括的な「発達障
碍」に近い意味を担っていたのであろう。実際，Ａの
問題の中心は「学習」ではなく，対人関係であった。
自分一人でやることは問題ないが，みんなで協力する
ことは苦手だった。ちょっとしたことでけんかにな
り，力の加減ができなかった。
　小学校に入っても，「相手が何もしないのに手が出
ることが多い。クラスで孤立している。いいところは
一つもない」と担任に言われ，家庭でも，弟をいじめ
る，大声でわめく，物を投げるなどの問題行動があ
り，大学の筆者のもとに紹介された。大学では，Ａへ
のプレイセラピーで情緒の安定を図り，母親カウンセ
リングで子育てに苦悩する母親の心理的援助を行った
が，問題が収まる気配はなく，怒涛の小学校時代が過
ぎて行った。小２の運動会で騒ぎを起こし，若い担任
から「私はもう今日１日で１年分疲れました。もうあ
とは勝手にしてください」とさじを投げられた。小３
のときは教室で寝転ぶようになり，それが許せないベ
テラン教師は，Ａの行動全般に否定的な見方をするよ
うになっていった。４年生の担任は最初はＡのことを
「私のことを気に入って抱きついてくるんです」と好
意的に見ていたが，１学期の終わりの個人面談では
「しつけをきちんとやらないと社会に出て困るんじゃ
ないですか」「私に触ったり，抱きついたりするんで
すよ！」と一転否定的な評価ばかりを母親に伝えてい
る。５， ６年の男性担任教師との関係は比較的良好で
あったが，他児とのトラブルは収まらなかった。クラ
スのボス格の男児が担任に叱られたとき，「ざまあみ
ろ，怒られて当然だ」と口をはさんだことをきっかけ
に，顔にあざを作り１週間学校を休んだこともあった。
　中学進学にあたっては，事前に校長，教頭と話を
し，「問題があったらそこで考えていきましょう」と
言われ，「LD関係の本も読んでいる感じのいい」教師
が中１の担任となった。しかし，その担任自ら「Ａは
頭がおかしいから相手にするな」といじめの先導役と
なり，何か事件が起こればＡが濡れ衣を着せられ，校
長も事なかれ主義で頼りにならなかったという。
　高校進学の際は，中学の同級生があまり行かない高
校を選び，これまでの相談歴・問題歴等を学校に伝え
ずに臨んだ。高校の校風は気に入り，スタートは上々
であったが，若い女性担任と女子生徒との間で問題が
起きた。６月頃からＡは担任のことを「女の子の味方
ばかりするから，だいっきらい」と言うようになっ
た。７月の個人面談では，「人をばかにしたり，感じ
の悪い言葉で女の子を傷つけたりする。クラスで浮い
ている」とやはり否定的なことばかり言われた。Ａの
いやな点を箇条書きしたメモを女子生徒たちが彼に渡

す，という事件もあったようだ。しかしこの学年で
は，部活等に居場所が確立されたせいか，２学期の個
人面談では「落ち着いてきた。メル友や話し友達がい
るようです」と，Ａへの評価は上がった。
　また，その高１の冬から始めた郵便局の年末年始ア
ルバイトが，彼の社会性を培っていった。１年生のと
きから仕事に積極的に取り組み，上司に気に入られ，
おごってもらったりしている。２年目は仕事にも慣れ，
自分から仕事を見つけ，誤配のクレームもうまく処理
するなど職員からの信頼も得て「来年もぜひ来てほし
い」と言われるようになる。３年目は，新入りバイト
に仕事を教えるなど，実際にバイトの中でも指導的な
立場に立った。このバイト体験は，①いざというとき
に頼りにされると力を発揮する②興味をもったことに
は熱心に取り組む③彼を認めてくれる人にはとことん
好かれる，といった彼の個性が実を結んだ好例である。
　母親は18年の子育てを振り返り，教師とＡの関わり
について次のように述べている。「学校の先生がＡに
どういう印象を持っているかで，本人の落ち着き具合
が変わったと思います。普通の子でも，自分や友達に
対する先生の評価は感じ取りますが，Ａの場合はとく
に良い面を見てもらえた１年は問題なく過ごせまし
た。先生という職は，人間を育てるわけですから，単
に頭が良いだけでなく，子どもたちの可能性を見つけ
てよい所を伸ばす，悪い所を直していくことのでき
る，幅のある，受け皿の大きい人がつくべきだと思い
ます。子どもたちの先生と関わってきて，先生自身が
優等生で育ってきて，できない子や問題のある子の気
持ちも対処法もわからないんだろうなあと思うこと
が，小学校でも中学校でもありました。」

IQ140の高機能自閉症の事例
　次に紹介するのは，筆者が小学校の間はプレイセラ
ピーと母親カウンセリングを通して関わり，中学入学
後はいじめをめぐる危機介入を中心に関わったＢ君の
事例である。
　乳児期夜泣きが激しくなかなか眠らなかった。人見
知りはなかった。抱っこを嫌がり，はいはいを始めた
頃から一人で動きたがった。よちよち歩きのときも，
つないだ手を振りほどいてどこかへ行ってしまうので
目が離せなかった。１歳半健診で多動を指摘され１歳
７ヶ月から週２日母子通園施設に通った。遊びに興
味を示さず，｢おいで，おいで｣ をされても来なかっ
た。言葉は遅く初語は１歳６ヶ月からのおうむ返しに
始まって少しずつ伸び，３歳児健診はクリアした。４
歳頃から文章が話せるようになった。１歳頃から絵本
の読み聞かせをしているうちに文字は自然に覚え，３
歳頃から自分で読むようになった。
　小学校入学時は普通学級に在籍。自分が何かに熱中
しているとき他児に介入されるとパニックになった。
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授業中，教室でうろうろしたり，授業に関係のない本
を読んだりしていた。教室に入らず図書室でひとり読
書していることが次第に頻繁になり，３年生の途中か
ら特殊学級に移った。特殊学級に在籍しつつも，半分
強の授業は交流学級で受け，テストを受けると学年相
応の点数を取っていた。算数，理科は得意で，反面，
体育や書字は苦手だった。特殊学級でも普通学級でも
友達と遊ぶことはなかった。５年生のとき高機能自閉
症と診断された。６年生のとき本棚の自閉症関連の本
を開き，そのなかの「自閉症チェック項目」を見て，
「おかあさん，これぼくに全部当てはまる」と言っ
た。「ぼくは障碍児？」と母親に尋ねるので，母親は
「区別するとそうなるかもしれないけど，それは個性
だよ」と答えた。６年生のとき。WISＣ－Ⅲが施行さ
れIQは139（言語性138，動作性132）だった。言語性
下位項目のなかでも「知識」と「単語」は「まるで辞
書に載っている模範解答のようだった」と検査者が述
べている。中学卒業後の進路選択について熟慮した結
果，中学は普通学級を選択することにした。
　中学では家庭での勉強は宿題のみで，宿題も切羽詰
らないとやらず，成績は中の下だった。学校では先生
の見ていないところでいじめにあうようになった。い
じめるのは普段から素行に問題のある生徒たちで，教
室の入り口で通せんぼしたり，「しんしょう！（身障）」
などとからかったり，ちょっかいをかけたりした。Ｂ
が仕返しのために，教室で椅子を振り上げるという事
件が起こり，筆者が介入することになった。またそれ
よりちょっと前，いじめる側が校内でＢの体を紐で縛
りつけ，それを見つけた教師が止めようとすると，
「（先生は）ぼくからＰ君（いじめる側のボス）を奪
うんですか！」と言い放ったという出来事があった。
　学校で筆者がＢに事情を聞くと，「どんなことし
たってだめだよ。いくらぼくが本当のことを言って
も，相手は自分に有利な発言をするからあきらめなけ
ればなりません。先生は学校中を透視できるわけじゃ
ないから助けになりません。やめてと言ってやめてく
れる相手ではありません。何とかして面会謝絶にしな
いとどうにもなりません」と言った。また，解決の
糸口を見出すために話し合おうとすると，「解決のた
めには対決するしかない。相手は武器を持ってくるか
もしれませんね」と半泣きの顔をしながら言った。筆
者が「そんなことはしないと思うよ。でもＢ君は武器
を持ったらだめだよ」と言うと，「12歳だとまだ捕ま
らないんでしょ」と返した。「そんなことしたら，お
かあさんも悲しんじゃうよ」と筆者が言うと，「じゃ
あ，親子の縁を切る手段を考えようか…」と問題を茶
化す発言をした。
　そのあとの学校側と保護者との話し合いに同席した
筆者は，自閉症としてのＢへの対応をどうするかとい
うことよりも，いじめに対する毅然とした対応が大切

だと強調した。Ｂは問題を茶化す癖があるが本当は非
常にしんどい思いをしている，表面的な言動にとらわ
れず，いじめる側（特にＰ）とＢを引き離すことが大
切だ，とも伝えた。そして，今後Ｂにスクールカウン
セラーをつけることを勧めた。
　その後中学生の間は筆者が介入する機会もなく，こ
のたび高校年代の発達障碍について話をする機会を得
たため母親にインタビューを申し込んだところ，快諾
いただき，母親から話を聞くことになった。
　筆者の介入後，Ｂはスクールカウンセラーと１対１
のカウンセリングの場を数回持ったが，Ｂがカウンセ
ラーとの約束をころっと忘れることが続き，「ぼくは約
束を守れないからカウンセリングはもういい」と言っ
てやめることになり，それ以降母親がスクールカウン
セラーに相談するようになった。学年が上がるにつ
れ，いじめが全くおさまったわけではないだろうが，
母親に言わなくなった。自分の障碍について知ってい
るはずなのに，「ぼくそう（障碍）じゃないよね。個性
だよね」と言い，「障碍」を否定し「普通」な自分を母
親に認めてもらおうとした。高校へは推薦入試で私立
に合格した。自分の意思ではなく，母親に勧められる
ままに受験した。
　高校進学に当たり，発達障碍（自閉症）について学
校側に伝えるか否か迷ったが，結局伝えなかった。
中学進学の際にも最初書類を渡し引き継いでもらおう
としたが，理解してもらえなかったから。何か大きな
問題が起こったときに相談すればいいかなと思ってい
る。下手に先生に伝えても，そういうことをよく知ら
ない先生だと，かえって成長の芽を摘んでしまうん
じゃないかと思う。また，発達障碍の子でも一人ひと
り違うから，先生の知っている生徒のみを思い浮か
べ，当てはめて考えてもらっても困る。また，アスペ
ルガー症候群の子どもが起こしたとされる事件の影響
から「アスペルガー＝切れる。何をするかわからな
い」という印象をもたれるのではないかという危惧も
ある。学校から，「お子さんについてのアンケート」が
あり，「発達障碍」の欄もあったが空欄にしておいた。
　高校では「ちょっと変わり者」で通っているようだ。
私立高校の先生は，喫煙したり，バイクで事故を起こ
したりする生徒への対応に追われているので，真面目
に通う生徒は大歓迎だ。他の生徒から本人に対する多
少のいやがらせはあるようだが，母親には一切言わな
くなった。学校の生徒とは全く会話をしないらしく，
「友達はいらない」と言う。自分がしゃべると何かお
かしいようだということには気づいており，自己防衛
のためしゃべらなくなった。
　２年生になり，授業中に教師から見ていじめと思わ
れる出来事があり，夜担任から「Ｂ君大丈夫でした
か？」という電話が来たが，本人は「あれをぼくはい
じめと認識していない」と答えた。いじめを認めてし

吉岡：発達障碍者の思春期 ― 母親から見た発達障碍者 ―



� 65 �

愛知教育大学教育実践総合センター紀要第12号

まうのがいやなのだろう。相変らず友達を作ろうとす
る気はなく，学校へは休まず登校し，帰宅するとイン
ターネットの動画サイトとＴＶゲームを黙々と楽しん
でいる。
　卒業後は大学へ行かせたいと考えている。かといっ
て本人が大学進学を望んでいるわけではない。「あん
たすぐには就職できないでしょ。大学行くしかないで
しょ」と母親に言われても否定しない。あの子の今の
コミュニケーション能力ではとても就職は無理だと思
うし，自分を理解するのに時間がかかる子なので，大
学に進学するほうが安全だと思う。個人面談で担任の
先生から「将来，何をやりたい？」と聞かれると，「わ
かりません」と答えた。昔から何事も自分で決めるこ
とのできない子だった。決定を迫られるとき，中学の
頃まではパニックになっていたが，今は逃げている。
　親として将来の仕事について意識しないわけではな
い。アルバイトなどにつながるかと思い，去年から
時々家事を手伝わせ，その代価として小遣いを少しば
かり与えている。しかし，皿洗いをさせても，非常に
効率の悪い洗い方をする。「こっちのほうが効率いい
んじゃない？」とやり方を示唆すると，「そんなこと
教えてもらってない」と口答えし，そのときだけは母
親のやり方をまねるが，次のときは元通りにやってい
る。新しいお手伝いを促しても，大概は拒否する。少
しずつでも外でアルバイトを経験させたいが，一度い
やな思いをすると二度と出ていかないような気がする
ので，バイトを強要する気にもなれない。
　大学卒業後は専門学校へ行く道も視野に入れてい
る。心配なのはその後のことで，いよいよ家にこもっ
てしまうような気がする。発達障碍児の親同士が知り
合ったよしみで子ども同士を遊ばせようとしても，コ
ミュニケーションをしようという意欲がお互いに乏し
く，つながっていかなかった。かつてお世話になった
家庭教師からメールが来ても返事もしない。母親が
Ｂに「さみしくないの？」と聞くと，「別に」と答え
る。最近は母親と一緒にいることはいやではないよう
だが，あまり話したがらない。
　ここまでエピソードをまとめていて，筆者は，小学
校卒業＝プレイセラピーの終結が間近に迫った頃，Ｂ
を担当していた学生セラピストにＢが語った言葉を思
い出した。セラピストが「ここに来るのは３月でもう
おしまいだよ」と伝えると，「はーい。…じゃあ，こ
こを僕の家にしてもいいですか？」と答えた。「どう
して？おもちゃがたくさんあって楽しいから？」とセ
ラピストが聞くと，「一緒にいられるから」とＢは答
えた。
　あれから４年半，Ｂは家族とその他のごく少数の人
以外に「一緒にいたい」と思える人々に出会えたで
あろうか。「一緒にいたい」と思える存在を求めなが
ら，通常の人間関係のなかではそれに挫折しやすく，

その結果他人から自分をより閉ざしてしまう，という
悪循環が生じているように思える。たとえ人づきあい
を拒否しているかのように見える発達障碍（自閉症）
者であろうと，人と「一緒にいたい」という思いは強
く抱いているということを，発達障碍者に関わる者は
心に留めておくべきであろう。

進学校を中退した事例
　高校普通科（進学校）に進んだものの，中退し引き
こもり，18歳のときにアスペルガー症候群と診断され
るまで発達障碍であると気づかれなかった事例もある。
　Ｃ君は，１歳半健診，３歳児健診ともにフリーパス
で，保育園でも発達上の問題を指摘されることはなかっ
た。全般的に育てやすい子だったが，時々癇癪を起こ
し，なかなか収まらないことがあった。その癇癪の原因
を聞くと，「折り紙を折ったときの折り目を消して」な
どという理解しがたい答えが返ってきた。なだめようと
するとよけいに癇癪の時間が長引くので，別室で一人に
しておいた。そのほうが早く落ち着いた。外遊びはあ
まり好まず，家の中でパズルやレゴに熱中していた。
　小学校低学年でのトラブルはなく，適応していたが，
親しい友人があまりいない様子だった。成績は中。高
学年になるとクラスで友人もできた。しかし，補習塾
や学校の部活を理由も言わずにやめるという出来事が
あった。また，数ヶ月に一度ひどく疲れて１～３日程
度食事もとらずにこんこんと眠ることがあった。小５
のとき担任に相談すると，児童精神科受診を勧められ
たが，本人が頑として拒否し，連れて行けなかった。
　公立中学に進学し，合唱部に入部した。クラスでも
部活でも少数ながら友人ができ，適応していた。成績
は中。中学でも時々ひどく疲れたり，体調を崩して休
むことがあった。中２の頃，自分を変えたいと言い，
進学塾に通い始めるが，特に成績が上がったわけでは
なかった。中３になると，「勉強一本にする」と部活
をやめ，強迫的に勉強に打ち込み，成績はめきめき上
がったが，短気で気難しくなった。勉強に打ち込む一
方，提出物や宿題を出さなくなり，中学の先生との関
係は悪化した。本人は提出物を誰にいつ出すかがわか
らず混乱していたのだが，教師は「先生をばかにして
いるのでは」と感じているようだった。中学の先生
には全く心を開かず，「ぼくは勉強ができればいいん
だ」と言っていた。成績は良いものの，内申点では評
価されず，中学教師全般を嫌うようになった。その一
方で進学塾の先生に心酔し，先生が繰り返す人生観
（「君は何にでもなれる。何でもできる…」）を完全に
暗記してとうとうと語るようになった。学校から配布
されるプリントが多くなるにつれ，整理整頓ができな
くなり，部屋の中がぐちゃぐちゃになった。高校受験
では内申点は悪かったものの，学力試験でカバーし
て，第一志望の中堅進学校に合格した。
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　高校に入ったとたんに目標を見失い，ぼやーっとす
ることが多くなった。合唱部に入部したものの，当初
はあまり真剣ではなかった。今度は国語の教師に心酔
し，文学作品を次々に読み，国語の成績だけは上がっ
た。しかし他教科ではやはり宿題や課題の提出ができ
ず，教師に注意された。学校からの大量のプリントは
整理できず，自室はぐちゃぐちゃのままであった。高
１の夏休みはぼんやりすることが多くなった。
　高１の夏休み明けに登校しなくなり，小説家になる
などと非現実的なことを言い始めた。しかし，10日ほ
どたつと，家にいるのは退屈だと言って登校を再開し
た。その後は合唱部の教師に心酔し，その先生の指導
法を盲信し，強迫的に部活動の練習に打ち込んだ。高
２になると，心酔していた合唱部の教師が転勤し，合
唱部はがたがたになった。Ｃは合唱部を立て直そうと
躍起になるが，彼の部活動に対する熱意は空回りする
ばかりで，他の部員との間でトラブルが生じた。じっ
としていられなくなり，夜中に自転車を遠方まで走ら
せたりした。高２の２学期から登校しなくなったが，
理由は一切言わなかった。がたがたになった部活動を
立て直そうとして疲れ切ってしまったようであった。
　高校へ行かなくなった当初，将来希望する職業が数
分ごとに変わってしまうと不安を訴え，母親のそばを
片時も離れなくなった。冬休みになると，自分からご
み処理施設の過酷なアルバイトを見つけ，真面目に働
いた。自分を罰している感じであった。同じ頃ボクシ
ングにのめり込み，毎日強迫的に練習し，「日本チャン
ピオンにも世界チャンピオンにもなれる」と豪語した。
一方，家庭では相変わらず母親にべったりであった。
　４月（高３年代）になり，中学のとき通った塾とは
別の進学塾に通い始め，ほどなく大学検定に合格し
た。志望大学も決まり，安定しているようであった。
しかし，ある日，ボクシングジムに入ったばかりの新
人との練習試合であえなくKOされ，まもなくボクシ
ングをやめてしまう。その後，何となくぼんやりする
ようになった。受験勉強も強迫的に打ち込んだかと思
うとやらなくなったりの繰り返しであった。それでも
模試の成績は志望校の合格圏内に入り，家庭内では落
ち着いた時期を過ごした。ところが，志望校の受験１
週間前，急に受験をやめると言い始めた。大学の先生
の講義を聴くと，その人生観に影響されて，自分の内
面に確立している学問の世界が悪影響を受けるから，
という理由だった。考え直すように働きかけると，パ
ニックを起こし，服のままシャワーを浴びた。
　受験をやめる決心をしてから，抽象的な文章を何時
間も部屋にこもってノートに書くようになった。感想
を求められた母親が「よくわからない」と正直に話す
と，「おかあさんはぼくの才能をつぶそうとしている。
おかあさんはぼくに対して心を閉じている」などと被
害的になり，ささいなことでパニックを起こし，紙を

はさみで切り刻んだり，椅子をひっくり返したりした。
　知人の臨床心理士に相談したところ，広汎性発達障
碍の可能性を指摘され，精神科受診を勧められた。両
親から本人に広汎性発達障碍の可能性を示唆し受診を
働きかけたが，本人は「絶対に医者には行かない」と
パニックを起こし，洗濯物やゴミを投げ始めたので，
両親は家の外に避難した。３時間ほどたって帰宅した
ところ，部屋は片付けられていた。翌日自分から医者
に行くと言い，精神科を受診し，「アスペルガー症候
群」と診断された。

　Ｃ君の母親に，発達障碍生徒に関わる高校の先生に
母親として伝えたいことをまとめてもらった。
１．いったん「発達障碍」の診断をされると，先生方
は「発達障碍」としてしかその生徒を見なくなってし
まう傾向があるのではないでしょうか。生徒は「発達
障碍者」である前に，一人のごく普通の高校生である
ことを忘れないでください。「発達障碍」があるから
といって特別な接し方があるわけではありません。ま
ずはその存在を，障碍や欠点を含めて丸ごと肯定し，
温かく成長を見守る姿勢で接していただきたいと思い
ます。Ｃが診断を受けたときに，私は「発達障碍」に
関する本を読みまくり，Ｃにも自分の特徴を理解させ
ようと試みたことがあります。そのとき，「本を全部
捨ててよ。ぼくは発達障碍者である前にＣという一人
の人間なんだから」と言われてはっとしました。
２． 一口に「発達障碍」と言っても，その特徴は千差
万別です。一人一人の特徴や障碍をよく観察して，
しっかり理解してください。
３．発達障碍のある生徒は，不安定なときには発達障
碍者としての特徴が強く出ますが，安定しているとあ
まり出ません。普通の生徒と変わりなく見えることも
あります。発達障碍をもつ生徒に対しては，生徒が安
心して過ごせる環境を整えたり，生徒が安心できるよ
うな接し方をすることが大切です。環境を整えたり，
接し方を変えたりすることで，急速に生徒が安定し，
問題行動が消失することがあります。生徒の問題行動
を直そうとやっきになると，かえって行動が悪化する
こともあります。
４．発達障碍者の困った行動は，一見わがままに見え
ますが，よく観察すると，その裏に思いもよらない器
質的な障碍の存在が垣間見えます。ですから，すぐに
わがままだとか，努力が足りないといった見方をせず，
柔軟に対応してください。また，発達障碍のある生徒
は，能力のばらつきが大きく，あることには秀でた能
力を示すが，あることは幼稚園レベルということもあ
ります。ですから，あれができるのだからこれもでき
るはずといった見方をせず，柔軟に対応してください。
　Ｃの場合，整理整頓ができない，宿題や課題がきち
んと提出できない等の問題がありました。今思うと，
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Ｃの情報処理能力に問題があったようです。一度にた
くさんの情報があると（例：いつまでに，どの教科
の，どの宿題を提出する），情報を整理することがで
きず，混乱してしまうようでした。
５．発達障碍のある生徒は，話を聞いてもらったり，
カウンセリングを受けることが好きな生徒もいますが，
話し合いやカウンセリングが苦手な生徒もいます。Ｃ
は話し合いもカウンセリングも嫌いでした。発達障碍
者は他者の気持ちがわからないと言われますが，自分
の気持ちもわからないのではないかと思われます。Ｃ
は自分の考えや気持ちを表現することがほとんどでき
ないので，話し合いは苦手です。でも，人と関わるこ
とを求める気持ちはあり，他の人と一緒に何か行動す
ること（一緒に歩く，一緒に歌を歌うなど）は好きで
した。
６．発達障碍のある生徒は，見通しをもって考えたり，
現実的に物事を考えることが苦手な人が多いため，自
分の将来，特に職業選択でつまずいてしまうことがあ
ります。自分がどのような人間なのかもつかめていな
いので，自分に合わない職業選択をしてしまう危険も
あります。考えるだけでなく，まずいろいろ体験させ
てから職業選択させることが大切です。
７．発達障碍のある生徒は，基本的には学校は行くも
のだと思っています。しかし，ひどいいじめを受けた
り，頑張り過ぎて疲れ切ってしまったときは不登校に
なります。発達障碍のある生徒が学校を休み始めたと
きは，よほどのことだと思ってください。いじめを受
けている子には，いじめのない環境を作ってあげてく
ださい。疲れすぎた子には「学校は行かなければなら
ないものだけれど，調子がよくなるまでしばらく休も
う」と言って休ませてください。ただし，何日休むと
留年になるが，それまでならいいと，ある程度見通し
をはっきりと示してくれたほうが安心して休めます。

考察
　この論文を「発達障碍者の思春期」と題し，副題を
「母親から見た発達障碍者」とした。思春期発達障碍
者を理解するには，母親が発達障碍者当人をどう見て
きたかを探るアプローチが有効である，という論法で
ある。ところが，母親の語りをまとめ終えて気づくの
は，「母親から見た発達障碍者」という副題への違和
感である。彼女たちは，息子の発達障碍を認めている
が，客体としての発達障碍者を語っているのではな
く，かけがえのない個性をもつ主体としての息子を
語っている。内面の理解に焦点を当てれば当てるほ
ど，「発達障碍者」としての特徴に還元できない個別
的な人間像が浮かび上がってくる。
　母親たちは，いったんは「発達障碍児」としてのわ
が子を認めたとしても，日常的に接する限り，またそ
の心を理解しようとする限り，「発達障碍児」に還元

できない個別的な姿を実感し，子どもに寄り添ってい
くことになる。それはたとえば，次のようなプロセス
をたどることになる。知的障碍を伴わない発達障碍児
の母親の場合，わが子の障碍について疑いを抱いてか
ら，それを本音で認めるまでにかなりの時間が過ぎて
いく。「障碍」かもしれないが，これくらいなら「個
性」の範囲内に収まるのではないか，という両方向の
思いが交錯しているのである。ところが，学校などの
集団生活を送るなかでトラブルが頻発し，他児との違
いに気づかざるを得なくなっていき，わが子の「発達
障碍」を認めていく。そしてわが子のよりよい成長の
ために「発達障碍」について学んでいく。つまり，一
風変わったわが子を理解する道具として「発達障碍」
という言葉を用いるのである。
　だが，「発達障碍」について学ぶ一方で，わが子に
対し母親として真摯に向き合うとき，「障碍」という
言葉は必要ないことに気づいていく。それは，子ども
の訴えがきっかけになることもある。Bは「ぼくそう
（障碍）じゃないよね」と母親に問いかけた。Ｃは，
「発達障碍」の本を読み，発達障碍者としての自己
理解をＣに勧める母親に「本を全部捨ててよ。ぼくは
発達障碍者である前にＣという一人の人間なんだか
ら」と訴えた。Ａの母親に関しては，彼女は発達障碍
者（LD児）の親として筆者のもとに12年間通い続け
たが，Ａが大学に入学した現在に至るまで，Ａの前で
「障碍」という言葉は口にしていない。
　確かに「発達障碍」についての学問の進歩は，「発
達障碍」への一般的理解を広めてきた。しかし一方
で，特徴を羅列することに重きを置く学問的還元が，
個々の発達障碍者への内面的な深い理解を妨げてきた
面はないであろうか。もちろん，発達障碍者としての
自己理解を進め，発達障碍者としてのアイデンティ
ティを確立し，適応的に生きるすべを身につけていく
事例もあろう。それは，母親として，また支援者とし
て，理想形として頭に置いておくべきあり方であろ
う。しかし，実際には，この３事例がそうではないよ
うに，自己理解・アイデンティティ確立型の発達障碍
児・者はまだまだ少数派である。母親がわが子の「発
達障碍」としての特性を多かれ少なかれ認識しながら
も，ごく自然に普通の子として接しつつ危機を乗り越
えている事例も多いと思われる。
　他方，専門家や学校関係者が「発達障碍」について
学ぶとき，悪くすると特徴羅列的な発達障碍理解に
とどまり，それを個々の発達障碍者に当てはめ，安易
に目の前の当事者に適用し，当事者を困惑させ，保護
者の不興を買うことがある。どこかで障碍のカミング
アウトの成功例を聞き，必要とされるデリケートなス
テップを踏まずして，当人およびその保護者にクラス
メートへのカミングアウトを勧め，失敗する事例など
がそれである。「発達障碍」について勉強したつもり
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になって自分のやり方を強要する教師よりも，自分は
「発達障碍」についてよくは知らないが問題があれば
一緒に対処していきましょうと励ます教師のほうがよ
ほど好感度が高い，とある発達障碍児の保護者は語る。
　発達障碍者の内面を理解するためには，母親たちが
するように，まずは「発達障碍」という概念にとらわ
れることなく，まずは「一人の人間」への共感から出
発すべきである。専門家や教師は，「発達障碍者」へ
の偏見にさらされる当事者および保護者の心情に対し
デリケートな感覚を持たねばならない。そして，当事
者の利益になると確信したときにだけ，「発達障碍」
という言葉を支援の手立てとして用いるのであり，安
易なレッテル貼りに用いてはならない。

注：本稿は平成20年８月２日，日本教育会愛知県支
部東三河南北地区大会（豊橋グランドホテル）にお
いて「発達障碍児・者の支援とその課題」と題して
講演した際の原稿を加筆修正したものである。インタ
ビュー，記録を，プライバシー保護のための修正の
上，公にすることを了解いただいた３名の保護者に深
く感謝し，お礼を申しあげます。
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